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塩沢寿学級のみなさん

インターンシップの学生のみなさん

９月７日　９月定例会を傍聴されたみなさん

このたび、議会傍聴に参加させていただいて、議会に対
して持っていた印象の変化を実感しました。というのも、議
会でどのようなことが行われているかに関しては以前に学習
したことはあるものの、具体的な内容については理解が及
んでおりませんでした。そのため、議会は議論をする場所と
いう曖昧な印象を抱いていました。しかし、実際にその場
に立ってみると、私たちの生活に寄り添った議題で活発な
議論が行われていました。今回の経験を経て、議会は私が
今まで抱いていた印象とは異なり、自身の住む街がより住
み心地の良い場所となるために議論を行う場なのだという認
識を改めて持つことができました。

福島大学　中川　萌絵 さん

議会傍聴のなかではデータを使った論理的な意見、とき
には訴えかけるような意見を話す議員さんたちから、二本
松をよりよくしていきたいという熱い思いが伝わってきまし
た。また、課題への考え方や説明の仕方などは今後の活動
の参考になると思い、特に注目して傍聴しました。
どれだけ議員さんと市が話し合っても、住民の協力がな
ければ地域課題は改善されません。そのため、議会を傍聴
し、どんな人が市の問題に向き合っているのかを知るだけ
でも、重要なことだと思いました。
今回、傍聴に参加したことで今まで以上に地域課題につ
いて関心を持つことができました。今を生きる若者として、
この経験をこれからに生かしていきます。

福島大学　星　央斗 さん

議会傍聴に参加してみて、人々の暮らしに根づいた議論
をしているのだと実感した。パートナーシップ制度について
やマイナンバーカードについてなど、日本の現在の状況に合
わせた質問が多く、また、二本松市をよりよくしたいという
気持ちが伝わってきた。
特に驚いたのが、予算の使い道に関する質問で、答えが
タクシーの料金を賄うというもので、予算の使い方はそこま
で詳細に知らされていないのかと思ったとともに、細かいと
ころまで使い道を確認するところが、議員がいるから正しい
お金の使い方ができているのかもしれないと感じた。
二本松市民以外でも参加することで他の自治体の勉強に
もなるし、自分の地元に還元できると考えた。

福島大学　二本栁　夏穂 さん

塩沢寿学級は、地区の高齢者が集う学習の場で、
様 な々講座、レクリエーション、研修等を行っています。
今回は「議会傍聴」でした。日頃、国内外の主な

出来事については新聞、テレビ等を通してある程度
分かっておりますが、身近な市政についてはどうで
しょうか。
傍聴した議会は９月定例会でしたが、真剣な質問、

そして丁寧な回答、議員の方や市当局が一緒になっ
てよりよい二本松市を目指していることが感じられま
した。
当たり前のように過ごしている日々の暮らしは、議
会や市当局、多くの団体、市民の活動によって支え
られていることに改めて気づかされました。私たちは
もっと市政に関心を持ち、参加していくことが大事だ
と思います。

塩沢寿学級　斎藤　廣仲 さん


